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《資料論文》 

話すことに抵抗感のある児童に関する研究 ―支援方法としての自学教材の提案― 

芳賀優香 

 

１．はじめに 

本研究は、話すことに抵抗感のある児童を対象

とする、児童のための自学教材を提案するもので

ある。「話すことに抵抗感のある児童」と聞くと、

障害によって話すことに苦手意識を持つ児童を想

定する人も多いだろう。しかし本研究における「話

すことに抵抗感のある児童」とは、緘黙、吃音、発

達障害などの障害特性をもつことによって話すこ

とに抵抗感のある児童ではない。現在、文部科学

省によって「学習障害（LD）・注意欠陥多動性障害

（ADHD）・高機能自閉症等、学習や生活の面で特

別な教育的支援を必要とする児童生徒数について、

約 6.5 パーセント程度の割合で通常の学級に在籍

している可能性」が示されており、インクルーシ

ブ教育が推進されている。そのような学級の現状

の中で、特別な教育的支援を必要とする児童に隠

れて、特に目立つことなく過ごす児童の中に実は

話すことに抵抗感や課題意識をもって苦しんでい

る児童は多くいるのではないかと考えられる。こ

のような一見普通の子、これまで特に支援が必要

と考えられてこなかった、支援の目が向けられて

こなかった児童に支援の目を向け、手を差し伸べ

る必要があると考えた。本研究では、以上の問題

意識を踏まえ、児童の「話すこと」への抵抗感に対

する支援の方法として、児童に向けた自学教材を

作成し、提案する。 

そのために、話すことの困難感をもつ児童に向

けて出版された、話すことへの抵抗感の改善を支

援する児童書の分析を行い、児童が困難感を解消

するために用いることの出来る具体的な解決方略

を明らかにした。ここから、児童の困難感とそれ

を解消するための方略を結びつけて、児童が困っ

た時に参考にできるような自学教材を作成し、提

案する。その作成にあたっては、パターンランゲ

ージの手法を参考にした。 

 

２．教材の作成方法 

本研究では、話すことに対する抵抗感の改善に

つながる学習財として、このような子ども向けに

出版された「児童書」の存在に着目した。児童書に

着目した理由は、児童書がこのような子どものニ

ーズに応えるよう、子どもの目線で、様々な手立

てが書かれたものだからである。児童の話すこと

に対する抵抗感の改善につながる学習がどのよう

に提案されているのかを確認し、児童自身の意識

に働きかける支援に役立てることを目的として、

話すことの苦手な児童向けに出版された児童書の

内容の分析を行う。 

分析方法は、ＫＪ法(川喜田,1967,1970)及びパ

ターンランゲージの制作プロセス(井庭,2013)を

参考にした。具体的には、以下のとおりである。 

まず、「発表」や「人前で話すこと」に関する児

童書 10冊の内容から、児童の「発表」や「人前で

話すこと」への抵抗感の改善につながるアドバイ

スやスキルに関する記述を抽出した。これに基づ

き計 351 枚のカードを作成した(切片化)。これら

のカードをＫＪ法の手順にのっとり、内容の上で

お互いに近いものをまとめて一行見出しをつけた

(コード化)。コードは 174 となった。次に、一行

見出し同士を見ながらさらにお互いに近いものを

方略としてグループにまとめ、それぞれの方略グ

ループに見出しをつけた(カテゴリー化)。カテゴ

リーは 90 となった。ここで、児童の「発表」や「人

前で話すこと」への困難感と結びつけるため、パ

ターンランゲージの制作プロセスを参考にした。

国語教育のためのパターンランゲージを作成した
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冨安(2015)を参考に、困難感を〔問題〕とし、ＫＪ

法で導き出されたカテゴリーを〔解決の方略〕と

するパターンを構成した。パターンは 23 となっ

た。 

なお、困難感は田近ら(2002)による『子どもの

コミュニケーション意識』の調査によって明らか

にされた課題と児童書での記述を参考に考えた。 

ここで作成した 23 のパターンを使用し、パター

ンランゲージを作成した。冨安(2012,2015,2017, 

2018)やプレゼンテーション・パターン プロジェ

クト(2011)の示している形式を参考に、本研究で

作成・提案する「話すことに抵抗感のある児童」向

けパターンランゲージ教材の形式は以下のように

設定した(表 1)。 

 

表 1. 教材のパターンランゲージ項目 

 項目名 

タイトル  パターン番号 
〔タイトル〕

〔番号〕 

やりたいこと 〔状況〕 

イラスト こまっていること 
〔イラスト〕 

〔問題〕 

イラスト こまっていることの原因 
〔イラスト〕 

〔フォース〕 

 解決のヒント 〔ヒント〕 

解決の方法  イラスト 
〔解決〕 

〔イラスト〕 

方法の具体例 〔具体例〕 

あわせてどうぞ 
〔他パターン

との接続〕 

 

項目は『話し合いのための言葉コレクション』

(冨安,2018)が小学生向けに作成しているものであ

るため、主にこの形式に倣った。さらに、冨安

(2015)によって指摘されていたイラストが「児童

の直感的な理解を支援する」ことから、〔こまって

いること(問題)〕〔こまっていることの原因(フォー

ス)〕〔解決の方法(解決)〕の 3 項目にイラストを添

えることとした。『プレゼンテーション・パターン』

(プレゼンテーション・パターン  プロジェク

ト,2011)では、イラストは 1 つでパターンの〔解

決〕の内容を表すものであったが、本教材では〔こ

まっていること(問題)〕と〔こまっていることの原

因(フォース)〕、〔解決の方法(解決)〕のそれぞれに

イラストを置くことで、小学生である児童が解決

だけでなく児童自身の課題への意識とも共感しや

すくすることをねらいとしている。 

分析・作成したパターンで〔問題〕と〔解決の方

略〕であった項目をパターンランゲージでは〔問

題〕と〔解決〕に組み直した。その際、ひとつの

〔問題〕に対し〔解決の方略〕がいくつか考えられ

るものが存在したため、⑴各方略を含む大枠を示

す ⑵方略を絞る の選択を行った上で〔解決〕に

組み込んだ。さらに、その〔問題〕と〔解決〕をも

とに、プレゼンテーション・パターン プロジェク

ト(2011)や冨安(2012,2015,2017,2018)を参考に

しながら〔タイトル〕〔状況〕〔フォース〕〔ヒント〕

〔解決〕〔具体例〕〔他パターンとの接続〕を考えて

パターンランゲージを作成した。 

 

３．教材のポイント 

以上の手順によって導き出されたパターンをカ

ード化したものが 4 章に示した図 4.1～4.23 であ

る。例を以下に示し(図 3.1)、工夫点を、冨安

(2015,2018)、プレゼンテーション・パターン プロ

ジェクト(2011)が示している形式を参考に項目ご

と以下に述べる。 
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図 3.1 話すことに抵抗感のある児童向け教材 

 

〔タイトル〕については、冨安(2015)の検討を

もとに、「1:声に出して言いやすいこと、2:パター

ンの内容をよく表していること、3:印象に残りや

すいこと」を意識している。例えば【１．はいて、

すって】は、〔具体例〕に挙げた「息をはいて、は

いて、はき切ってから、思いっきりすって深呼吸

をする。」という方略をもとに、「すって、はいて」

ではなく「はいて、すって」という順序にあえてす

ることでこのパターンの示す内容をよく表し、印

象に残りやすくすることをねらっている。【３．ほ

ぐれる“からだ”、ほぐれる“きんちょう”】は、冨安

(2015)の検討より「可能な範囲で末尾を名詞にす

る」というポイントを参考にしている。 

〔状況〕については、この 2 つの例はどちらも

「落ち着いて発表したい」とした。冨安(2015)の

検討より「1)そのパターンを適用しようとする志

向性、2)そのパターンを適用するタイミングや状

況」を示すようにした。 23 のパターン全体で見る

と、１～４が「落ち着いて発表したい」、５～６が

「授業中に発言できるようになりたい」、７～９が

「失敗しないで発表したい」、１０～１３が「いい

ふんいきで発表したい」、１４～１６が「みんなに

聞こえる声で発表したい」、１７～２０が「伝わり

やすい発表がしたい」、２１が「やりとりのある発

表がしたい」、２２が「話し合いで意見を言いたい」、

２３が「話し合いで司会が出来るようになりたい」

となっている。基本的に 2 つから 4 つのパターン

を大きく同じ〔状況〕のまとまりとし、児童の話す

ことへの困難感が発生する〔状況〕をまずはまと

まりとして選択して、そこから各パターンに細分

化して読むことが出来るようにした。 

〔問題〕と〔解決〕については、児童書の内容か

ら導き作成したパターンを使用している。パター

ンランゲージにするにあたっては、〔問題〕は児童

の心情を言葉にするような言葉遣いにして共感し

やすくする点、〔解決〕は堅苦しくならないように

「～しよう。」「～してみよう。」のように親しみや

すい言葉にする点を意識している。 

〔フォース〕については、冨安(2015)の検討の

「パターンランゲージの利用者の問題状況につい

ての理解を促す」ことを念頭に置き〔問題〕の原因

分析と〔解決〕への志向性の 2 つの視点から考え

た。〔問題〕の原因分析としては【１．はいて、す

って】では「きんちょうしてあせるんだよね。」【３．

ほぐれる“からだ”、ほぐれる“きんちょう”】では

「みんなの前で失敗したらいやだなぁ、はずかし

い、と思うときんちょうするんじゃないかな。」、

〔解決〕への志向性は【１．はいて、すって】では

「ドキドキして息が止まってしまうんじゃないか

な。」【３．ほぐれる“からだ”、ほぐれる“きんちょ

う”】では「きんちょうすると、体に力がはいっち

ゃうんだよね。」としている。〔フォース〕は教材の

使用対象である話すことに抵抗感をもつ児童に共

感しつつ困難の原因を分析していく第 3 者の視点

であるように意識して記述した。 

〔問題〕と〔フォース〕に関しては、それぞれの

内容を表す〔イラスト〕を置くことで視覚的にも

共感を促すよう工夫した。 

〔ヒント〕については、『話し合いのための言葉

コレクション』(冨安,2018)を参考に「なぜ〔解決〕

のことをするのか」を説明することで〔解決〕の方

略を使用しやすくなるようにした。 
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〔具体例〕については、分析対象の図書に記載

されていたさまざまな実践形式の方略をあわせて

記述した。また、〔解決〕と〔具体例〕の内容から

〔イラスト〕を置くことで視覚化しイメージをも

って実践しやすくなるように工夫した。 

〔他パターンとの接続〕については、適宜他の

パターンともあわせて使いやすいよう、できる限

り〔状況〕のまとまりだけでなく 23 のパターン全

体から関連しそうなパターンを記載した。 

以上の点に留意し作成した、話すことに抵抗感

のある児童のための自学教材を提案する。 

 

４．自学教材例 

 以下が今回提案する具体的な教材例である(図

4.1～4.23)。 
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図 4.1 はいて、すって 
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図 4.2 時間をもらおう 
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図 4.3 ほぐれる“からだ”、ほぐれる“きんちょう” 
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図 4.4 安心を発見 
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図 4.5 自分の言葉でOK 
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図 4.6 あと一歩踏み出すための目標 
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図 4.7 トライ＆ゲット 
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図 4.8 リアルイメージ 
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図 4.9 先を見ておくよゆう 
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図 4.10 みんなは味方 
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図 4.11 みんなも参加させちゃおう 
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図 4.12 聞いているよサイン 
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図 4.13 一人ひとりへの視線 
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図 4.14 声出し練習 
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図 4.15 めりはりボイス 
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図 4.16 ゆっくり言葉 
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図 4.17 聞く人目線 
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図 4.18 ひと言説明 
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図 4.19 材料集め 
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図 4.20 考えをまとめる「型」 
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図 4.21 やりとりのスタンバイ 
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図 4.22 聞いて考えて 
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図 4.23 声聞きリーダー 
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これらを用いることで、教師の介入がなくても

児童が自身の困難感に合わせて参考にすることが

出来るのではないか。 

 

５．おわりに 

 以上のように本研究では、話すことに抵抗感の

ある児童を支援する児童書の分析と児童の困難感

を結びつけて、話すことに抵抗感のある児童のた

めの自学教材を作成し、提案した。 

しかし、今回作成した自学教材をどのような場

面で使用することが有効かを明らかにすることは

出来なかった。また、教材を作成したものの、実際

にこれらの教材を児童に提示し使用することでど

のような学習効果が得られるのかを確かめること

も今後の課題である。 

 今後の展望としては、今回は田近ら(2002)の調

査と児童書の内容から児童の困難感を推測せざる

を得なかったが、今後児童の話すことへの困難感

についての詳しい実態調査が望まれる。これによ

って、より児童の実態に即した方略を提案するこ

とが出来るだろう。 
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